
ニュースリリース 

平成26年 11月 20日 
国立大学法人 千葉大学 

 国立大学法人千葉大学（学長：徳久 剛史）は、独立行政法人科学技術振興機構（JST）の社会技術研究開発
センター（RISTEX）が推進する戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）、平成26年度新規研究開発領
域「持続可能な多世代共創社会のデザイン」に応募し、２つの案件が採択されましたのでご報告いたします。 

 人口減少・超高齢化社会において社会を持続可能とするには、社会を支える資本ストック（人的資本、人工
資本、自然資本、社会関係資本）の健全な維持と、世代間継承が必要である。そのためには、資本ストックの
将来推移を予測して、それらの適切な維持・管理・活用（ストックマネジメント）について検討し、包括的に地域
をデザインすることが求められる。資本ストックは地域によって異なるため、各地方自治体がストックマネジメ
ントを行わなければならないが、その経験が蓄積されていない。 
 本プロジェクトでは、自治体職員向けに、資本ストックの現況の自治体間比較データベースや将来予測ソフ
トウェアを開発する。また、将来予測に基づいた対応シナリオの作成や多世代参加型の合意形成など、ストッ
クマネジメントの方法論をマニュアル化し、これを普及させることにより地域レベルでの持続可能性の確保を
目指す。 
※プロジェクトの詳細、および実施体制の詳細は次ページ参照 

■平成26年新規研究開発領域「持続可能な多世代共創社会のデザイン」 について 
 
 独立行政法人科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター（RISTEX）が、戦略的創造研究推進事業（社
会技術研究開発）における平成２６年度の新規研究開発領域として設定しました。 
 「持続可能な多世代共創社会のデザイン」研究開発領域では、日本が成熟社会へと移行する中で今後予想される
社会的な課題を見据え、多世代・多様な人々との共創の取り組みを通じて、環境、社会、経済などの多面的側面から
持続可能とする社会のデザインを目指す研究提案を募集していました。 
 （１）実施期間：原則として３年 

 （２）予算規模：3,000万円未満／年 
  ※プロジェクト企画調査の場合は、実施期間は半年間（初年度は約4ヶ月）、予算規模は数百万円。 

独立行政法人科学技術振興機構（JST)が公募する、大型競争的資金
を千葉大学の研究チームが獲得しました。  

■採択プロジェクト案件について 
 
１）研究開発プロジェクト 
  プロジェクト名： 多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通じた地方自治体での持続可能性の確保 
  研究代表者  ： 倉阪 秀史（千葉大学大学院人文社会科学研究科 教授） 
  研究開発期間 ： 2014年度～2017年度 
  研究概要  
  

 
２）プロジェクト企画調査※ 

   ※構想は優れているものの研究開発プロジェクトとして実施するためにはさらなる具体化が必要と判断されたものに
ついて、年度内で企画を具体化するための調査を行うもの。 

  題名  ： 共想法による多世代交流支援方法の検討 
  研究代表者 ： 大武 美保子（千葉大学大学院工学研究科 准教授） 
   

研究開発プロジェクトに関するお問い合わせ 
千葉大学大学院人文社会科学研究科教授 倉阪秀史 

メール：kurasaka@le.chiba-u.ac.jp 



＜実施体制＞ 


